














目的 

上位脳が脳幹から離断された除脳ネコdecerebrate catは歩行標本locomotor preparation

とも呼ばれ,その中脳部には中脳歩行誘発野 mcsen ㏄ phalic locomotor region(MLR)と呼

ばれる部位がある 14)。この部位は下丘中心核腹側の楔状核 nucleus cuneiformis に相当

する。一方,同一標本橋部の中心被蓋野背側部と腹側部には,除脳固縮 decercbratc 

rigidity に基づいて前肢・後肢に発生する伸筋の筋トーヌスを変化・修飾させる部位があ

る 4-6)。橋の背側部に微小電気刺激 microstimulation を持続的に加えると,刺激中筋トー

ヌスは抑制される。そして刺激効果は刺激中止後にも数分以上にわたり持続する。その腹

側部に微小刺激を加えると,背側部刺激とは逆の効果が得られ,筋トーヌスは持続的に増強

する。さらに除脳ネコ歩行標本の四肢を流れベルト上におき,橋中心被蓋野の腹側部を微小

刺激すると歩行運動も誘発できる。 

後肢の筋トーヌスレベルは,ヒラメ筋solcus musclcに発生する持続的筋活動レベルとほぼ

並行して変化する6)。ヒラメ筋支配アルファ運動ニューロンalpha-mo-toneuronレベルで,

その興奮性変化 excitability changeを解析することにより次の成績が得られている。橋

中心被蓋野背側部を刺激すると,持続的発射活動を示すアルファ運動細胞の発射頻度は減

少し,膜電位 membranepotential は過分極側に移動する。そして刺激休止後にも過分極状態

は持続する。その神経機序としては,膜抵抗 input mcmbranc rcsistanccの解析などから,

刺激中に作動するシナプス後抑制 postsynaptic inhibition,刺激中止後に作動する脱促通 

disfacilitation などが解明されている 9,13)。膜電位が過分極の状態で橋中心被蓋野の腹

側部を刺激すると,膜電位は脱分極側に移動する。そして脱分極が発射閾値 firing 

thrcshold を超えると,アルファ運動ニューロンは持続的な発射活動を続ける 10)。その神

経機序については現在解析を進めている。本研究では,除脳ネコ歩行標本から現在までに得

られた研究成果を基礎として,次の 2点についての解析を試みた。1:中枢無傷・無拘束ネコ

intactunrcstraincdcats の橋中心被蓋野背側部および腹側部に刺激用の微小電極を慢性

的に埋め込み,刺激によって誘発される動物の行動変化をビデオ録画装置に集録し,それら

の行動変化 bchavioral changes を除脳ネコ歩行標本から得られた行動変化と比較した。2:



橋中心被蓋野背側部および腹側部の微細神経構築を解析するために,それぞれの部位を微

小破壊した後に,HRPを iontophoretic に破壊部に微小注入した。そして HRP 標識細胞を視

床下部・中脳・橋・延髄のレベルで追跡した。そしてこれらの成績から,中枢無傷・無拘束

ネコに誘発できる行動変化の特徴と,脳幹レベルにおける神経構築との機能的連関を推定

した。 


